
小4 大きな数 そうごうテスト（その5）
全12問　100点

なまえ

ひづけ /100

いちごドリル プリント
つづきの無料プリント

「小4の大きな数」のプリント一覧がひらきます

答えは下線に書く。「いくつですか」の答えは、万・億・兆を使って書いてよい

1
8点

五億五十を、

数字で書きましょう。

答え

2
8点

6億を10でわった数は、

いくつですか。

答え

3
8点

90万を1000倍した数は、

いくつですか。

答え

4
8点

58兆を100でわった数は、

いくつですか。

答え

5
8点

100億を100倍した数は、

いくつですか。

答え

6
8点

7兆は、100億を

何こ集めた数ですか。

答え

7
8点

23,000,000を、

万を使って書きましょう。

答え

8
8点

906000000の読み方を、

漢字で書きましょう。

答え

9
9点

五十二億三千万を、

数字で書きましょう。

答え

10
9点

9兆は、100億を

何こ集めた数ですか。

答え

11
9点

802600000の読み方を、

漢字で書きましょう。

答え

12
9点

9,200,000を、

万を使って書きましょう。

答え



小4 大きな数 そうごうテスト（その5）【こたえ】
全12問　100点

なまえ

ひづけ /100

いちごドリル プリント

決まり：「数字で書きましょう」は数字だけ。「いくつですか」は3億・4000万・4千万・数字だけのどれも○
「何こ」は「10」「10こ」どちらも○。読み方は一千・一百・一十と書いても○

つまずき①　0だけのまとまりの書き方
2問とも×→つまずき　1問だけ×→うっかりかも

問1 五億五十＝500000050
よくある×：50050

考え方：億・万・一の4けたずつのまとまりで書
く。0だけのまとまりも0000と書く

問9 五十二億三千万＝5230000000
よくある×：523000

考え方：億・万・一の4けたずつのまとまりで書
く。0だけのまとまりも0000と書く

つまずき：0だけのまとまり（0000）を書きもらす
まちがえたら→「特訓ドリル①」

つまずき②　まとまりの頭の0の読み方
2問とも×→つまずき　1問だけ×→うっかりかも

問8 906000000＝九億六百万
よくある×：九億六千万

考え方：右から4けたずつ区切る。まとまりの中
で0の位は読まない

問11 802600000＝八億二百六十万
よくある×：八億二千六百万

考え方：右から4けたずつ区切る。まとまりの中
で0の位は読まない

つまずき：まとまりの頭の0を数えずに、1つ上の位で読む
まちがえたら→「特訓ドリル①」

つまずき③　千万の次の位
2問とも×→つまずき　1問だけ×→うっかりかも

問3 90万×1000＝9億
よくある×：90億

考え方：一・十・百・千のくり返し。千万の次
は一億

問5 100億×100＝1兆
よくある×：10兆

考え方：一・十・百・千のくり返し。千億の次
は一兆

つまずき：千万の次の位を十億と思い、位を1つ飛ばす
まちがえたら→「特訓ドリル②」

つまずき④　兆と億の関係
2問とも×→つまずき　1問だけ×→うっかりかも

問6 7兆＝100億×700
よくある×：70

考え方：1兆は100億の100こ分。7兆はその7倍

問10 9兆＝100億×900
よくある×：90

考え方：1兆は100億の100こ分。9兆はその9倍

つまずき：兆を億の1000倍と思う（正しくは10000倍）
まちがえたら→「特訓ドリル②」

つまずき⑤　億を10でわった数
2問とも×→つまずき　1問だけ×→うっかりかも

問2 6億÷10＝6000万
よくある×：6万

考え方：10でわると位が1つ下がる。1億÷10＝
1000万

問4 58兆÷100＝5800億
よくある×：58億

考え方：100でわると位が2つ下がる。1兆÷100
＝100億

つまずき：億を万に言いかえるだけで、10でわったつもりに
なる
まちがえたら→「特訓ドリル③」

つまずき⑥　カンマのある数
2問とも×→つまずき　1問だけ×→うっかりかも

問7 23,000,000＝2300万
よくある×：230万

考え方：カンマは3けたごと。右から4けたずつ
数え直して万の位を見つける

問12 9,200,000＝920万
よくある×：92万

考え方：カンマは3けたごと。右から4けたずつ
数え直して万の位を見つける

つまずき：カンマで区切った0を、1つ数え落とす
まちがえたら→「特訓ドリル③」


